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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第61期

第３四半期連結累計期間
第61期

第３四半期連結会計期間
第60期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 5,098,455 1,627,446 7,203,711

経常利益 (千円) 58,823 12,177 313,082

四半期(当期)純利益 (千円) 21,656 7,356 133,087

純資産額 (千円) ― 1,694,498 1,761,106

総資産額 (千円) ― 8,411,148 8,311,636

１株当たり純資産額 (円) ― 133.05 138.18

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 1.70 0.58 10.44

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 20.1 21.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △249,554 ― 454,725

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △109,324 ― △130,776

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 455,845 ― △170,875

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,006,781 908,994

従業員数 (名) ― 343 338

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 343[140]

(注)　従業員数は就業人員数(当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへ

の出向者を含む。)であり、臨時従業員数は[ ]内に当第３四半期連結会計期間の平均人員(１日８時間換算)を外

数で記載しております。なお、臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いて

おります。 

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 328[130]

(注)　従業員数は就業人員数(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)であり、臨時従業員数

は[ ]内に当第３四半期会計期間の平均人員(１日８時間換算)を外数で記載しております。なお、臨時従業員に

は、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

医療機器事業 667,062

精密機器事業 650,740

SP事業 40,936

その他事業 37,338

合計 1,396,078

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、販売価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円)

医療機器事業 14,554

精密機器事業 14,744

SP事業 122,625

その他事業 23,517

合計 175,441

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、仕入価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

精密機器事業 655,057 119,438

合計 655,057 119,438

(注) １　精密機器事業の一部についてのみ受注生産を行っており、他の精密機器事業及び他のセグメント事業について

は見込み生産を行っております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで
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あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

医療機器事業 627,627

精密機器事業 712,271

SP事業 217,807

その他事業 69,741

合計 1,627,446

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　SP事業及びその他事業における生産実績との差は、仕入商品を主体とする販売を行っているためであります。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、サブプライムローン問題の深刻化による金融市

場の混乱へと一気に拡大し、世界同時株安や円高の進行などにより、景気後退が加速するなど、先行き

不透明感が増す状況となりました。 

　このような経済環境のもと、当社グループは持続的成長を目指し、コスト削減等も含めた業務、特に工

場関係の合理化・効率化・改善等を実施し経営体質の強化、業績の向上に努めてまいりました。 

　経営成績については、中核事業のひとつである医療機器事業は、主力のコンドームを取巻く市場環境は

依然厳しい状況が続いております。原材料価格の高騰等を受け、製造コストから見直し、新商品開発に努

めております。もう一つの主力分野である精密機器事業は、製造関連企業を中心に顧客ニーズに対応すべ

く、積極的に製品開発や提案営業などを推進してきました。しかし、景気後退に伴い受注の減少等影響が

出始めております。

その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は、16億２千７百万円となりました。

　一方利益面につきましては、生産合理化をベースとした経営の効率化を図るとともに諸経費の節減を

行ってきましたが、継続的な原材料のコスト圧迫要因があり営業利益は、１千８百万円となりました。

経常利益は、１千２百万円となり、四半期純利益は７百万円となりました。

事業別の経営成績は次のとおりであります。

・医療機器事業につきましては、主力の国内コンドーム市場は、常態化した価格競争に伴い、依然厳し

い状況が続いておりますが、収益面につきましては、製造コストの見直しが奏功し、利益の改善がみら

れ、売上高は、６億２千７百万円となり、営業利益は、４千９百万円となりました。 

・精密機器事業につきましては、主力のショックアブソーバ及びロータリーダンパーは、景気後退の影

響による個人消費低迷や設備投資抑制傾向等が強まる中、売上高は、７億１千２百万円となりました。

　営業利益は、５千１百万円となりました。 

・SP事業につきましては、主力のゴム風船が主体となる販促用品市場のニーズ多様化と市場の縮小が

続く中、ノベルティ商品を中心とした新規開拓に注力した結果、販売先が拡大し売上高は、２億１千７

百万円となりました。

　営業利益は、１千１百万円となりました。 

・その他事業につきましては、売上高は、６千９百万円となりました。

　営業利益は、２百万円となりました。 

　

(2)財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、45億４千６百万円で前連結会計年度末に

比べ１億６百万円増加しました。主な要因は、資金調達による現金及び預金の１億９千７百万円の増

加によるものであります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、38億５千５百万円で前連結会計年度末に

比べ４百万円減少しました。主な要因は、その他有形固定資産の１憶４千６百万の取得による増加や

減価償却１憶４千７百万円の減少等によるものであります。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、35億４千９百万円で前連結会計年度末

に比べ１億３千７百万円増加しました。主な要因は、支払手形及び買掛金の２億２千７百万円や賞与

引当金の１億１百万円の減少と短期借入金の４億９千８百万円の増加によるものであります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、31億６千６百万円で前連結会計年度末

に比べ２千８百万円増加しました。主な要因は、その他の増加３千６百万円であります。
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（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、16億９千４百万円で前連結会計年度末に

比べ６千６百万円減少しました。主な要因は、配当金支払いなどによる利益剰余金の４千２百万円、

その他有価証券評価差額金の２千１百万円の減少によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、10億６百万円

となりました。 

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果支出した資金は、原材料全般の継続的な高騰により売上、収益両面とも厳しい展開が

続き、税金等調整前四半期純利益が６千１百万円となり収入より支出が上回り、２億４千９百万円とな

りました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により支出した資金は、有価証券(劣後債)の期限による回収と同額による定期預金の預入

による支出があるものの、主にその他設備等の取得による支出でその結果、１億９百万円となりまし

た。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により増加した資金は、主に短期資金の調達を行ったことにより４億５千５百万円となり

ました。 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、４千４百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,861,99212,861,992
ジャスダック
証券取引所

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式。
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 12,861,99212,861,992― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 ― 12,861,992 ― 643,099 ― 248,362

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
株主として権利内容に制限のない、
標準となる株式普通株式 122,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,422,000
12,422 同上

単元未満株式
普通株式

317,992
― 同上

発行済株式総数 12,861,992― ―

総株主の議決権 ― 12,422 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が 2,000株(議決権２個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が 569株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
不二ラテックス株式会社

千代田区神田錦町
３―19―１

122,000― 122,000 0.95

計 ― 122,000― 122,000 0.95

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

最高(円) 199 249 247 245 220 190 180 144 138

最低(円) 173 175 201 216 185 160 120 129 111

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における市場相場であります。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、明和監査法人により四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,415,943 1,218,001

受取手形及び売掛金 ※４
 1,652,266 1,750,766

有価証券 － 100,000

たな卸資産 ※２
 1,394,903

※２
 1,292,073

その他 95,914 93,479

貸倒引当金 △12,882 △14,295

流動資産合計 4,546,145 4,440,025

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 951,172 971,780

土地 1,540,830 1,540,830

その他（純額） 362,140 313,948

有形固定資産合計 ※１
 2,854,142

※１
 2,826,559

無形固定資産 19,434 20,026

投資その他の資産

その他 1,012,328 1,051,044

貸倒引当金 △30,490 △37,334

投資その他の資産合計 981,838 1,013,710

固定資産合計 3,855,414 3,860,297

繰延資産 9,587 11,313

資産合計 8,411,148 8,311,636

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※４
 1,153,800 1,381,469

短期借入金 1,362,000 864,000

1年内返済予定の長期借入金 734,788 696,612

未払法人税等 424 70,580

賞与引当金 19,423 120,513

その他の引当金 22,219 －

その他 257,204 278,735

流動負債合計 3,549,861 3,411,911

固定負債

社債 500,000 500,000

長期借入金 1,756,668 1,765,938

退職給付引当金 431,368 445,928

役員退職慰労引当金 260,071 244,549

その他 218,680 182,202

固定負債合計 3,166,788 3,138,618

負債合計 6,716,650 6,550,530
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 643,099 643,099

資本剰余金 248,362 248,362

利益剰余金 573,519 615,590

自己株式 △27,644 △25,768

株主資本合計 1,437,337 1,481,284

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 23,216 45,084

土地再評価差額金 228,454 228,454

為替換算調整勘定 5,489 6,282

評価・換算差額等合計 257,160 279,822

純資産合計 1,694,498 1,761,106

負債純資産合計 8,411,148 8,311,636
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 5,098,455

売上原価 3,869,803

売上総利益 1,228,651

販売費及び一般管理費 ※１
 1,146,993

営業利益 81,658

営業外収益

受取利息 4,499

受取配当金 5,373

受取賃貸料 21,232

その他 19,654

営業外収益合計 50,760

営業外費用

支払利息 53,719

賃貸費用 8,462

その他 11,413

営業外費用合計 73,596

経常利益 58,823

特別利益

貸倒引当金戻入額 8,256

特別利益合計 8,256

特別損失

固定資産除却損 ※２
 5,132

特別損失合計 5,132

税金等調整前四半期純利益 61,947

法人税、住民税及び事業税 3,486

法人税等調整額 36,804

法人税等合計 40,291

四半期純利益 21,656
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 1,627,446

売上原価 1,231,086

売上総利益 396,360

販売費及び一般管理費 ※１
 378,166

営業利益 18,193

営業外収益

受取利息 1,940

受取配当金 471

受取賃貸料 7,100

その他 9,680

営業外収益合計 19,192

営業外費用

支払利息 19,467

賃貸費用 1,922

その他 3,818

営業外費用合計 25,208

経常利益 12,177

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,831

特別利益合計 1,831

特別損失

固定資産除却損 ※２
 550

特別損失合計 550

税金等調整前四半期純利益 13,458

法人税、住民税及び事業税 △11,661

法人税等調整額 17,762

法人税等合計 6,101

四半期純利益 7,356
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 61,947

減価償却費 147,927

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,256

賞与引当金の増減額（△は減少） △101,089

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,558

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15,522

その他の引当金の増減額（△は減少） 22,219

受取利息及び受取配当金 △9,873

支払利息 53,719

社債発行費償却 1,725

有形固定資産除却損 5,132

売上債権の増減額（△は増加） 98,494

たな卸資産の増減額（△は増加） △102,847

仕入債務の増減額（△は減少） △230,087

その他 △70,516

小計 △130,539

利息及び配当金の受取額 9,873

利息の支払額 △53,719

法人税等の支払額 △75,168

営業活動によるキャッシュ・フロー △249,554

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,155

有価証券の売却による収入 100,102

有形固定資産の取得による支出 △121,002

無形固定資産の取得による支出 △2,603

投資有価証券の取得による支出 △3,353

貸付金の回収による収入 9,405

その他 8,282

投資活動によるキャッシュ・フロー △109,324

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 498,000

長期借入れによる収入 600,000

長期借入金の返済による支出 △571,094

自己株式の取得による支出 △1,875

配当金の支払額 △63,881

その他 △5,303

財務活動によるキャッシュ・フロー 455,845

現金及び現金同等物に係る換算差額 820

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 97,786

現金及び現金同等物の期首残高 908,994

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,006,781
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年12月31日)

１　会計方針の変更

　(1)　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を第１

四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方

法)に変更しております。 

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益が、22,450千円それぞれ減少しております。 

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

 

　(2)　リース取引に関する会計基準等の適用 

　「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業

会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　平成６年１月18日　最

終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号)を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権

移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買

取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。 

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によっ

ております。 

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

　これに伴う、当第３四半期連結累計期間のリース資産計上額、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響は軽微であります。 

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 至　平成20年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

 

４　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。 

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業

績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変

化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によって

おります。 

 

５　連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

　　当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで債権

　と債務を相殺消去しております。 

　連結会社相互間の取引の相殺消去 

　　取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法により相

　殺消去しております。 

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　
　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

有形固定資産の耐用年数の変更

　法人税法の改正(所得税法等の一部を改正する法律　平成20年４月30日　法律第23号)に伴い、当社グループの法定

耐用年数及び資産区分の見直し作業を行っております。固定資産管理システムの移行を行うと共に、慎重かつ適切

な検討を加えた結果、経済的耐用年数の合理的な見直しが第２四半期連結会計期間で明確になりました。これを契

機として、従来、機械装置については、耐用年数を５～15年としておりましたが、第２四半期連結会計期間より７～

13年に変更しております。

　この変更による、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は、軽微であります。 

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

3,846,334千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

3,768,923千円

※２　たな卸資産の内訳

商品 169,903千円

製品 278,403〃

原材料 565,398〃

仕掛品 369,246〃

貯蔵品 11,953〃

※２　たな卸資産の内訳

商品 134,071千円

製品 196,278〃

原材料 551,398〃

仕掛品 399,117〃

貯蔵品 11,206〃

　３　偶発債務

　　　債権譲渡契約に基づく債権流動化を行なっておりま

す。

受取手形譲渡残高 591,638千円

　　　なお、受取手形譲渡残高には、当社に遡及権が及ぶも

のが118,327千円含まれております。

　３　偶発債務

　　　債権譲渡契約に基づく債権流動化を行なっておりま

す。

受取手形譲渡残高 648,575千円

　　　なお、受取手形譲渡残高には、当社に遡及権が及ぶも

のが129,715千円含まれております。

※４　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間満期

手形が、四半期連結会計期間末残高から除かれてお

ります。

受取手形 25,222千円

支払手形 256,556〃

      ――――――――

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

　　　は次のとおりであります。

給料及び賞与 383,053千円

賞与引当金繰入額 5,873〃

役員退職慰労引当金繰

入額
15,522〃

退職給付費用 31,563〃

※２　固定資産除却損の内訳

建物及び構築物 3,139千円

その他(機械装置及び

運搬具)
1,775〃

その他(工具器具備品) 218〃

計 5,132千円
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第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

　　　は次のとおりであります。

給料及び賞与 161,191千円

賞与引当金繰入額 △28,699〃

役員退職慰労引当金繰

入額
4,355〃

退職給付費用 10,954〃

※２　固定資産除却損の内訳

建物及び構築物 345千円

その他(機械装置及び

運搬具)
148〃

その他(工具器具備品) 56〃

計 550千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　　　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,415,943千円

預入期間が３か月超の定期預金 △409,162〃

現金及び現金同等物 1,006,781千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 12,861,992

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 126,543

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
(千円)

１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月16日
取締役会

普通株式 63,727 5.00平成20年３月31日平成20年６月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(リース取引関係)

　　　該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

当社グループの所有する有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度

の末日と比較して著しい変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当社グループは、ストック・オプションを発行しておりませんので、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 

医療機器事業

　(千円)

精密機器事業

　(千円)

SP事業

(千円)

その他事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　対する売上高

627,627712,271217,80769,7411,627,446 ― 1,627,446

　(2) セグメント
　　間の内部売上
　　高又は振替高

5,798 ― ― ― 5,798(5,798) ―

計 633,425712,271217,80769,7411,633,244(5,798)1,627,446

営業利益 49,71551,88611,918 2,692116,213(98,019)18,193

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 

医療機器事業

　(千円)

精密機器事業

　(千円)

SP事業

(千円)

その他事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　対する売上高

1,827,4872,388,842641,111241,0145,098,455 ― 5,098,455

　(2) セグメント
　　間の内部売上
　　高又は振替高

18,634 1,892 447 ― 20,975(20,975) ―

計 1,846,1212,390,734641,559241,0145,119,430(20,975)5,098,455

営業利益 13,915322,63240,942 6,688384,179(302,520)81,658

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主要な製品 

　(1) 医療機器事業………コンドーム・水枕 ・感染防止用カバー

　(2) 精密機器事業………緩衝器 

　(3) SP事業　　　………バルーン・販売促進用品 

　(4) その他事業　………電工用手袋・食容器 

３　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １会計方針の変更 (1)棚卸資産の評

　価に関する会計基準の適用」に記載したとおり、第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準について

　は、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。

　　これに伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間における営業利益が医療機

　器事業で9,043千円、精密機器事業で13,404千円、その他事業で2千円減少しております。

４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １会計方針の変更 (2)リース取引に

　関する会計基準等の適用」に記載したとおり、第１四半期連結会計期間から適用しております。

　　これによる各セグメントに与える影響は軽微であります。

５　「追加情報　有形固定資産の耐用年数の変更」に記載したとおり、第２四半期連結会計期間より変更して

　おります。

　　これによる各セグメントに与える影響は軽微であります。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 179,443 103,322 282,765

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 1,627,446

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

11.0 6.4 17.4

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 556,230 279,174 835,405

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 5,098,455

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

10.9 5.5 16.4

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域 

　(1) ヨーロッパ………ドイツ・イギリス・ロシア・フランス・ポルトガル・スペイン ・デンマーク

　(2) その他の地域……台湾・韓国・オーストラリア・アメリカ・中国・シンガポール ・香港

　　　　　　　　　　　サウジアラビア

３　海外売上高は、当社グループの本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

133.05円 138.18円

　
(注)　１株当たり純資産の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 (千円) 1,694,498 1,761,106

普通株式に係る純資産額 (千円) 1,694,498 1,761,106

普通株式の発行済株式数 ( 株 ) 12,861,992 12,861,992

普通株式の自己株式数 ( 株 ) 126,543 116,510

1株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数 ( 株 )

12,735,449 12,745,482

　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 1.70円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　
(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 (千円) 21,656

普通株式に係る四半期純利益 (千円) 21,656

普通株主に帰属しない金額 (千円) ―

普通株式の期中平均株式数 (株) 12,741,295
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第３四半期連結会計期間
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 0.58円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　
(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 (千円) 7,356

普通株式に係る四半期純利益 (千円) 7,356

普通株主に帰属しない金額 (千円) ―

普通株式の期中平均株式数 (株) 12,737,841

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

不二ラテックス株式会社

取締役会　御中

　

明和監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　秋　山　　卓　男　　　印

　

業務執行社員 公認会計士　　鈴　木　　徹　　　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている不二

ラテックス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、不二ラテックス株式会社及び連結子会社の平

成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　

以　上

　

(注)１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

　報告書提出会社)が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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